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本
学
で
卒
業
式
及
び
入
学
式
が

中
止
さ
れ
た
の
は
１
９
６
９
年
以

来
51
年
ぶ
り
。
95
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
後
も
行
わ
れ
た
が
、
中

止
と
な
っ
た
。

　

18
日
、
本
学
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
の
中
央
芝
生
な
ど
に
多
く

の
卒
業
生
が
集
ま
っ
た
。
快
晴
の

下
、
部
活
動
や
ゼ
ミ
の
友
人
と
写

真
撮
影
を
し
た
り
、
談
笑
し
た
り

す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

総
合
政
策
学
部
の
加
埜
舞
子
さ

ん
は
「
卒
業
式
は
な
く
な
っ
た
が
、

親
や
祖
父
母
に
晴
れ
姿
を
見
せ
た

か
っ
た
。
大
学
生
活
の
締
め
く
く

り
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ

が
、
新
生
活
に
向
け
て
気
を
引
き

締
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

ほ
か
に
も
「（
卒
業
式
が
）
中

止
に
な
っ
て
と
て
も
残
念
」「（
卒

業
式
が
）
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ

て
あ
る
意
味
記
念
に
な
っ
た
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

卒
業
式
が
中
止
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
例
年
よ
り
多
く
の
卒

業
生
が
中
央
芝
生
に
集
ま
っ
た
こ

と
を
受
け
、
本
学
の
教
職
員
か
ら

は
濃
厚
接
触
に
よ
る
感
染
拡
大
を

　

２
月
11
日
の
朝
、
日
本
野
球

界
き
っ
て
の
名
将
・
野
村
克
也

氏
が
急
逝
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
込
ん
で
き
た
。
筆
者
は
本

棚
の
野
村
氏
の
著
書
「
弱
者
の

流
儀
」
を
手
に
取
り
、
読
書
を

始
め
た

野
村
氏
と
い
え
ば
、

生
前
は
数
多
く
の
テ
レ
ビ
番
組

に
出
演
し
、
世
間
か
ら
「
ノ
ム

さ
ん
」
の
愛
称
で
知
ら
れ
る
。

親
し
ま
れ
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
、
選
手
や
報
道
陣
へ
向

け
た
愛
あ
る
「
ぼ
や
き
」
は
、

プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
の
み
な
ら

ず
、
数
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ

け
た

か
く
言
う
筆
者
も
、
高

校
生
の
頃
か
ら
好
ん
で
野
村
氏

の
著
書
に
目
を
通
す
こ
と
が
多

か
っ
た
。
そ
の
中
で
も
心
に
留

ま
っ
た
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
金
を
残
す
は
三
流
、
名
を
残

す
は
二
流
、人
を
残
す
は
一
流
」

と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
言
葉
に

こ
そ
、
野
村
氏
の
生
き
方
が
出

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

テ
レ
ビ
で
訃
報
が
続
々
と
報

じ
ら
れ
る
中
、
筆
者
の
目
に
ふ

と
留
ま
っ
た
の
は
、
監
督
時
代

の
教
え
子
た
ち
に
抱
え
ら
れ
な

が
ら
打
席
に
立
つ
、
野
村
氏
の

写
真
で
あ
っ
た
。
野
村
氏
を
抱

え
る
教
え
子
た
ち
は
今
、
球
界

を
代
表
す
る
名
選
手
、
名
監
督

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。「
人
を

残
し
た
」
野
村
氏
の
言
葉
を
象

徴
す
る
よ
う
な
一
幕
で
あ
っ
た

選
手
に
向
け
た
深
い
愛
情
と

野
球
に
対
す
る
あ
せ
な
い
探
究

心
は
、
野
村
氏
の
野
球
人
生
、

そ
し
て
生
涯
に
大
輪
の
花
を
咲

か
せ
た
。「
謙
虚
で
あ
れ
」
そ

う
結
ば
れ
た
著
書
を
、
言
葉
を

噛
み
締
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と

閉
じ
た
。

卒業生　振袖特集
　中止された
本学の卒業式
当日、個性的
な振袖に身を�

包んだ学生らにインタ�
ビューした。

５面

誰が支援し、どう避難 
するか　今すべきことは
　国会議員で自らも障害を抱
える舩後靖彦氏と横澤高徳氏
がインタビューに応じた。

８面

６面

入学おめでとうございます入学おめでとうございます

神戸市営住宅・兵庫県営住宅ほか

〒653－0834
兵庫県神戸市長田区川西通り５丁目107番地の８

電気設備保全工事 畑中電気合同会社

懸
念
す
る
声
も
あ
っ
た
。

　

入
学
式
は
中
止
さ
れ
た
が
、
４

月
１
日
か
ら
実
施
予
定
だ
っ
た
新

入
生
向
け
の
学
部
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
実
施
さ
れ
た
。
規
模
の

縮
小
や
人
数
を
減
ら
し
て
数
回
行

う
な
ど
、
対
策
を
取
っ
た
。

　

入
学
式
の
中
止
を
受
け
て
、
今

年
文
学
部
に
入
学
し
た
芝
崎
辰
徳

さ
ん
は
「
大
学
生
に
な
っ
た
と
い

う
実
感
が
あ
ま
り
湧
い
て
い
な

い
。
授
業
で
大
学
に
行
く
こ
と
も

な
く
な
っ
た
の
で
、
同
級
生
と
触

れ
合
う
機
会
が
少
な
く
な
り
、
大

学
の
雰
囲
気
を
生
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
く
て
残
念
」
と
話

す
。「
新
歓
が
な
く
な
っ
て
部
活

動
に
入
部
す
る
時
期
が
分
か
ら
な

い
」や「
新
し
い
友
人
を
作
る
き
っ

か
け
が
な
く
な
っ
て
い
る
」
な
ど

大
学
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
声
も

多
く
聞
か
れ
た
。

　

20
日
ま
で
休
講
が
決
定
し
て
い

た
春
学
期
の
授
業
は
21
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
切
り
替
え
が
決
定

し
た
。
急
な
状
況
の
変
化
に
、
多

く
の
新
入
生
、
在
学
生
が
対
応
に

追
わ
れ
て
い
る
。

学
生
生
活
に
打
撃

　

国
内
で
も
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
本
学
は

３
月
18
日
に
予
定
し
て
い
た
卒
業
式
と
４
月
１
日
、
２
日
に
予
定
し
て
い
た
入
学

式
の
中
止
に
踏
み
切
っ
た
。
１
月
31
日
に
緊
急
対
策
本
部
を
設
置
し
、
感
染
拡
大

の
防
止
に
向
け
た
措
置
を
取
っ
て
い
る
。�

（
難
波
千
聖
）

▼
２
面
＝
留
学
生
混
乱
、
３
面
＝
日
進
月
歩

卒業式
入学式中止

新型コロナウイルス卒業式が予定されていた３月18日、自主的に集まった学生らが中央芝生を埋め尽くした。多くの学生が集 
まったことを受け、本学の教職員からは感染拡大を懸念する声もあった。＝西宮上ケ原キャンパス

扉の一言

新
型
コ
ロ
ナ
は

『
私
た
ち
を
平
等
化
す
る
』

マ
ド
ン
ナ（
歌
手
）

正門での記念撮影に並ぶ学生ら
＝18日、西宮上ケ原キャンパス
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本
学
か
ら
留
学
し
て
い
た
多
く

の
学
生
が
、
帰
国
の
際
に
困
難
を

極
め
た
。
留
学
を
中
止
し
た
学
生

の
一
部
は
、
4
月
上
旬
ま
で
帰
国

で
き
ず
、
留
学
先
に
留
ま
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
拡
大
し
、
航
空
会
社
の
需
要
が

激
減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
飛
行

機
の
運
休
が
増
大
し
た
。加
え
て
、

予
約
便
の
欠
航
連
絡
が
当
日
ま
で

な
い
場
合
や
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ

ス
へ
な
か
な
か
連
絡
が
つ
か
な
い

と
い
っ
た
問
題
か
ら
、
航
空
券
が

手
配
で
き
な
い
学
生
が
続
出
し

　

日
本
国
外
で
も
感
染
拡
大
が
広
が
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
本
学
の
対
応
の
問
題

点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
海
外
留
学
中
の
学
生
の
安
全
に
懸
念
が
生
じ
て
い
る
。
学
生
の
帰
国

時
や
帰
国
後
の
対
応
ま
で
手
が
回
ら
ず
、
サ
ポ
ー
ト
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
学
生

か
ら
は
本
学
の
対
応
に
不
安
や
怒
り
の
声
が
聞
か
れ
た
。	

（
壷
山
千
種
）

　

本
学
国
際
学
部
で
は
、
全
学
部

の
授
業
開
始
日
が
21
日
に
変
更
さ

れ
た
こ
と
と
は
関
係
な
く
、
必
修

科
目
の
英
語
ク
ラ
ス
の
み
、
７
日

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
授
業
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
情
報
が
記
載
さ

れ
た
メ
ー
ル
が
学
生
届
い
た
の

は
、
授
業
が
始
ま
る
当
日
の
７
日

だ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
教

材
、
提
出
物
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
、
本
学
は
他
国
に
留
学
し

て
い
た
す
べ
て
の
学
生
に
対
し
、

原
則
帰
国
を
促
し
た
。
本
学
は
、

学
生
の
身
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
だ
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
発
言
と
は
違
っ
た
本
学
の
無

責
任
な
対
応
に
、
学
生
か
ら
不
満

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

３
月
17
日
、
本
学
は
他
国
に
留

学
中
の
学
生
に
対
し
、
留
学
中
止

の
案
内
に
つ
い
て
の
メ
ー
ル
を

送
っ
た
。
し
か
し
そ
の
メ
ー
ル
に

は
、
レ
ベ
ル
２
以
下
の
地
域
の
場

た
。

　

ま
た
、
早
く
に
国
境
や
空
港
を

封
鎖
し
た
国
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

出
国
経
路
が
断
た
れ
た
。
航
空
券

を
手
配
す
る
に
は
、
日
本
大
使
館

な
ど
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
る
な

ど
、
よ
り
困
難
を
極
め
た
。

　

こ
う
い
っ
た
事
態
に
対
す
る
、

航
空
券
の
手
配
な
ど
を
含
め
た
帰

国
の
サ
ポ
ー
ト
が
本
学
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
。
帰
国

後
も
、
学
生
へ
の
対
応
は
不
十
分

で
、
多
く
の
学
生
が
不
安
を
抱
く

状
況
が
続
い
て
い
る
。

て
も
、
メ
ー
ル
で
は
細
か
く
説
明

さ
れ
な
か
っ
た
。
ル
ナ
な
ど
に
も

詳
細
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
多
く
の
学
生
が
困
惑
し
、
各

ク
ラ
ス
の
担
当
の
教
授
に
問
い
合

わ
せ
が
相
次
い
で
い
る
。

　

留
学
先
か
ら
急
遽
強
制
帰
国
し

た
生
徒
は
、
７
日
時
点
で
は
英
語

の
ク
ラ
ス
分
け
が
さ
れ
て
お
ら

ず
、
授
業
開
始
に
間
に
合
わ
な
い

と
い
う
事
態
も
発
生
し
た
。

合
、
留
学
の
継
続
を
希
望
す
る
学

生
は
、
申
請
す
れ
ば
残
留
で
き
る

と
い
う
内
容
も
記
載
さ
れ
て
い

た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
オ
ル

バ
ニ
ー
校
に
留
学
し
て
い
た
学
生

は
、
継
続
希
望
の
書
類
を
提
出
し

た
が
、
提
出
後
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
感
染
者
が
急
激
に
増
大
。
大

学
内
で
も
感
染
者
が
出
た
こ
と
か

ら
、
大
学
は
一
部
閉
鎖
と
な
り
、

大
学
の
学
生
寮
に
残
留
し
て
い
る

の
は
、
帰
国
困
難
の
留
学
生
の
み

と
な
っ
た
。
留
学
継
続
は
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
３
月
26
日
、
本
学

か
ら
「
残
留
を
希
望
す
る
場
合
は

気
を
つ
け
る
よ
う
に
」
と
の
メ
ー

ル
を
受
信
。
学
生
は
「
放
任
に
も

ほ
ど
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
学

生
の
身
の
安
全
の
確
保
に
対
す
る

危
機
感
が
な
さ
す
ぎ
る
」
と
振
り

返
っ
た
。
学
生
は
自
身
で
帰
国
の

決
断
を
下
し
、
４
月
３
日
に
無
事

帰
国
し
た
が
、
飛
行
機
や
そ
の
他

の
手
続
き
な
ど
、
学
校
側
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
大
学
は
放
任
」
の
声
も

首
相
が
一
斉
休
校
を
要
請
し
た
３
月
以
降
中
央
芝
生
に

は
多
く
の
子
供
の
姿
が
見
ら
れ
た
＝
３
月
18
日

空
港
封
鎖
に
よ
り
ゲ
ー
ト
が
閉
め
ら
れ
た
空
港
の
様
子
＝
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

海外留学中の学生混乱

帰
国
サ
ポ
ー
ト
な
い
留
学
生
も

国
際
学
部
情
報
行
き
届
か
ず

中
央
芝
生
に
子
供

留
学
生
に
対
す
る
本
学
の
対
応
に
疑
問
も

　

学
生
活
動
支
援
機
構
は
６
日
、

課
外
活
動
の
自
粛
を
要
請
し
、
８

日
か
ら
学
生
会
館
や
体
育
施
設
を

閉
鎖
し
た
。
実
質
的
な
課
外
活
動

の
禁
止
を
受
け
、
学
内
の
課
外
活

動
団
体
は
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　

文
化
総
部
関
西
学
院
交
響
楽
団

で
は
、
３
月
４
日
か
ら
活
動
を
自

粛
し
て
い
る
。
顧
問
の
教
員
や
幹

部
の
学
生
で
協
議
し
、
細
か
い

ル
ー
ル
を
定
め
た
。
自
粛
期
間
中

は
個
人
練
習
の
み
実
施
。
大
学
で

　

本
学
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
４
月
21

日
か
ら
春
学
期
の
授
業
を
主
に
オ

ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
て
開
始
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
授

業
形
態
は
担
当
教
員
に
よ
っ
て
、

課
題
の
提
供
や
レ
ジ
メ
の
ア
ッ
プ
、

動
画
配
信
な
ど
と
異
な
り
、
ま
だ

詳
細
は
連
絡
さ
れ
て
い
な
い
科
目

が
多
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
、
兵
庫
県
内
の
献

血
者
数
が
激
減
し
て
い
る
。
学
内

で
献
血
を
呼
び
か
け
る
宗
教
総
部

献
血
実
行
委
員
会
も
大
学
の
要
請

で
活
動
を
自
粛
し
て
お
り
、
も
ど

か
し
さ
を
に
じ
ま
せ
て
い
る
。

　

兵
庫
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

（
神
戸
市
中
央
区
）
に
よ
る
と
４

月
１
日
〜
８
日
で
必
要
な
血
液
の

80
％
し
か
確
保
で
き
て
い
な
い
。

同
委
員
会
の
学
生
も
「
今
こ
そ
活

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、

活
動
で
き
ず
も
ど
か
し
い
」
と
話

す
。

　

学
生
は
「
血
液
は
人
工
的
に
作

の
個
人
練
習
は
自
宅
で
の
練
習
が

困
難
な
団
員
に
限
定
し
、
２
時
間

お
き
の
シ
フ
ト
を
組
む
な
ど
少
人

数
か
つ
短
時
間
の
練
習
を
徹
底
し

た
。
部
長
の
清
水
彩さ
世よ
さ
ん（
教
・

４
）
は
「（
ル
ー
ル
の
設
定
な
ど	

は
）
何
か
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い

と
考
え
た
結
果
」
と
話
す
。

　

体
育
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
３

月
26
日
か
ら
練
習
を
自
粛
。
以
降

は
個
人
練
習
の
み
行
っ
て
い
た

が
、
６
日
の
発
表
を
受
け
、
現

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
兵
庫

県
や
大
阪
府
が
対
象
区
域
と
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
大
学
内
の
事
務

室
は
５
月
６
日
ま
で
窓
口
対
応
を

停
止
す
る
こ
と
を
発
表
。
図
書
館

や
博
物
館
も
同
様
に
、
臨
時
休
館

す
る
こ
と
と
し
た
。	（
壷
山
千
種
）

れ
ず
、
長
期
保
存
も
で
き
な
い
。

個
人
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
呼
び

か
け
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
同

セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
も
「
職
員
は

マ
ス
ク
の
着
用
や
検
温
を
徹
底
し

て
い
る
。
献
血
の
予
約
も
で
き
る

の
で
、有
効
活
用
し
て（
献
血
ル
ー

ム
で
の
）
滞
在
時
間
を
短
く
し
て

協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

厚
労
省
の
担
当
者
も
「
兵
庫
県

を
含
む
７
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣

言
を
出
す
に
あ
た
り
７
日
に
改
定

し
た
基
本
的
対
処
方
針
で
も
献
血

は
必
要
な
事
業
だ
と
明
示
し
て
い

る
。
不
要
不
急
の
事
業
に
当
た
ら

な
い
」
と
し
て
い
る
。（
松
岡
樹
）

課
外
活
動
自
粛
要
請
　
大
学
施
設
閉
鎖

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
開
始

　
　
　
　
　
　
　
窓
口
臨
時
休
業献

血
者
激
減
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

献
血
者
激
減
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

在
は
完
全
に
活
動
を
停
止
し
て
い

る
。
部
員
の
遠
藤
晃あ
き

仁ひ
と

さ
ん（
社
・

３
）
は
「
練
習
だ
け
で
な
く
、
大

会
も
ど
ん
ど
ん
中
止
に
な
っ
て
い

て
目
標
が
見
え
な
い
」
と
戸
惑
い

を
口
に
し
た
。

　

今
年
か
ら
大
学
の
公
式
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
た
新
月
祭
の
実

施
は
現
時
点
で
何
も
決
ま
っ
て
い

な
い
。
今
後
、
大
学
と
協
議
し
開

催
の
有
無
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

方
針
だ
。	

（
難
波
千
聖
）
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の
だ
。
罰
と
し
て
、
２
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は
２
５
０
０
０
ユ
ー
ロ

（
約
３
０
０
万
円
）
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
は
食
料
品
の
買
い
占
め
が
起

き
、
食
料
不
足
へ
と
陥
っ
た
。
乾

物
や
パ
ス
タ
な
ど
の
麺
類
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
野
菜
や
卵
な
ど
も

品
切
れ
に
な
っ
た
。

　

私
は
友
人
と
、
売
れ
残
っ
て
い

た
小
麦
粉
や
牛
乳
を
大
量
に
購
入

し
、
２
週
間
に
お
よ
ぶ
自
宅
待
機

　

第
２
弾
は
、
文
具
や
日
用
品
な

ど
計
９
ア
イ
テ
ム
。
昨
年
発
売
し

た
中
で
人
気
の
高
か
っ
た
文
具

な
ど
に
、
通
学
や
通
勤
に
使
え

る
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や
ラ
ン
チ
保
冷

バ
ッ
グ
も
加
わ
っ
た
。
本
学
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
時
計
台
と
、
阪
急

電
鉄
の
ア
イ
コ
ン
を
散
り
ば
め
た

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

商
品
は
、
本
学
生
協
や
阪
急
今

津
線
沿
線
の
「
ア
ズ
ナ
ス
」
な
ど

で
販
売
さ
れ
る
。
数
量
限
定
で
発

売
さ
れ
、
売
り
切
れ
次
第
終
了
と

な
る
。	

（
壷
山
千
種
）

KGニュース

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
計
り
知

れ
な
か
っ
た
。
中
国
を
中
心
に
ア

ジ
ア
圏
で
流
行
し
て
い
た
当
初
は

他
人
事
だ
っ
た
が
、
イ
タ
リ
ア
で

爆
発
的
な
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か

ら
は
、
事
態
が
急
変
し
た
。
陸
続

き
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
感
染
に
歯

止
め
が
効
か
ず
、
他
国
へ
の
急
速

な
広
が
り
を
み
せ
た
。

　

人
々
が
密
集
す
る
イ
ベ
ン
ト
会

場
（
映
画
館
や
劇
場
、
ラ
イ
ブ
会

場
な
ど
）
の
封
鎖
か
ら
始
ま
り
、

飲
食
店
や
美
容
室
、
衣
料
品
店
な

ど
も
休
業
や
営
業
時
間
変
更
、
入

場
人
数
制
限
な
ど
の
措
置
を
取
っ

た
。

　

３
月
20
日
、
ド
イ
ツ
全
州
へ
外

出
禁
止
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
同
じ

世
帯
に
住
ん
で
い
る
人
々
や
、
業

務
上
の
集
ま
り
を
除
く
３
人
以
上

の
集
会
が
禁
じ
ら
れ
た
。
警
察
が

市
街
を
見
回
り
、
違
反
者
は
見
つ

か
り
次
第
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
も

　

阪
急
電
鉄
と
本
学
は
昨
年	

に
引
き
続
き
、
共
同
制
作
し
た

「Hankyu	Densha

」
シ
リ
ー
ズ	

各
種
グ
ッ
ズ
を
再
び
発
売
し	

た
。

　

昨
年
、
阪
急
西
宮
北
口
駅
に
直

結
す
る
商
業
施
設
「
阪
急
西
宮

ガ
ー
デ
ン
ズ
ゲ
ー
ト
館
」
に
本
学

西
宮
北
口
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設

し
た
こ
と
を
記
念
し
、
阪
急
電
鉄

が
本
学
に
企
画
を
持
ち
か
け
、
発

売
の
実
現
に
至
っ
た
。
発
売
後	

は
、
卒
業
生
や
在
校
生
か
ら
好
評

を
得
た
。

に
備
え
た
。
限
ら
れ
た
材
料
で
の

２
週
間
に
お
よ
ぶ
自
宅
生
活
は
、

想
像
以
上
に
困
難
を
極
め
た
。
小

麦
粉
と
水
を
こ
ね
て
「
う
ど
ん
」

を
麺
か
ら
作
り
、
食
糧
難
を
逃
れ

た
。
こ
れ
も
ま
た
、
留
学
生
活
の

ひ
と
つ
の
思
い
出
だ
。

　

私
は
３
月
末
に
帰
国
し
た
が
、

ド
イ
ツ
を
含
む
様
々
な
国
で
は
、

今
も
な
お
外
出
禁
止
期
間
が
続
い

て
い
る
。
世
界
に
平
和
な
日
常
が

戻
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ

る
。

外出禁止により食糧困難

好
評
に
つ
き
コ
ラ
ボ
第
２
弾
実
現

阪
急
電
車 

× 

関
西
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は
確
か
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
日
本
の
対
策
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、

学
校
に
は
授
業
や
終
業
式
の
自
粛

要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ

の
要
請
は
強
制
力
が
弱
い
の
で
、

す
べ
て
の
学
校
が
休
校
す
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
空
港
に
は
中
国
を
含
め

た
特
定
国
か
ら
の
渡
航
者
に
対
し

て
の
検
疫
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

を
務
め
る
足
立
晴
香
さ
ん（
総
政
・

３
）
は
「
沢
山
の
災
害
備
蓄
品
が

捨
て
ら
れ
る
実
態
を
知
る
こ
と
が

大
切
。
私
た
ち
の
活
動
で
あ
る
エ

コ
ア
ク
ト
に
食
品
廃
棄
問
題
に
関

す
る
活
動
を
新
し
く
取
り
入
れ
、

企
画
し
て
み
た
い
」
と
意
欲
を
示

し
た
。

　

配
布
の
終
了
時
期
は
未
定
で
、

春
学
期
中
に
多
く
の
学
生
と
教
職

員
に
渡
る
よ
う
準
備
す
る
と
の
こ

と
。
日
頃
の
備
え
の
再
確
認
と
、

食
品
廃
棄
の
阻
止
に
向
け
、
災
害

備
蓄
品
が
人
々
の
手
に
渡
る
。

	

（
川
本
暖
乃
）

の
14
日
間
の
滞
在
と
公
共
交
通
機

関
の
使
用
禁
止
が
要
請
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
こ
の
要
請
は
３
月
６
日

に
政
府
に
よ
っ
て
閣
議
了
解
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
当
時
は
す
で
に

日
本
国
内
で
感
染
者
が
出
て
い
た
。

　

国
内
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
発
症
者
が
確
認
さ
れ
た
の
は

１
月
16
日
だ
。
そ
の
事
を
考
え
る

と
、日
本
が
行
っ
て
い
る
対
策
は
、

仮
に
手
法
が
万
全
で
あ
っ
て
も
す

で
に
手
遅
れ
で
あ
る
可
能
性
が
十

分
に
あ
る
。

　

確
認
し
た
当
時
は
感
染
力
の
高

さ
が
ま
だ
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
考
え
て
も
、
国
内
で
危
機
意

識
を
十
分
に
共
有
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
。
自
粛
要
請
に

応
じ
て
休
校
と
し
た
時
期
が
学
校

に
よ
っ
て
違
っ
て
い
た
の
が
そ
の

証
拠
だ
ろ
う
。

　

３
月
24
日
、
新
た
に
東
京
五
輪

を
来
年
の
夏
に
延
期
す
る
こ
と
が

決
定
し
た
。
だ
が
、
日
本
に
と
っ

て
は
こ
の
五
輪
開
催
ま
で
の
期
間

が
大
き
な
試
練
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
再
発

防
止
や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
止
に

よ
る
経
済
的
損
失
の
カ
バ
ー
は
必

須
と
な
る
。
た
だ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ま
で
に
こ
の
取
り
組
み
を
達
成

度
の
高
い
も
の
と
す
る
に
は
、
私

た
ち
大
学
生
を
含
め
た
国
民
一
人

ひ
と
り
が
積
極
的
に
協
力
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
ず
は
マ
ス
ク
の
着

用
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
見
直
し
な

ど
簡
単
な
取
り
組
み
か
ら
始
め
、

少
し
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

大
手
教
育
機
構
の
「
新
東
方
」
で

は
、
同
機
構
が
提
供
す
る
「
新
東

方
オ
ン
ラ
イ
ン
」
の
す
べ
て
の
春

季
補
講
ク
ラ
ス
の
実
況
中
継
を
無

料
開
放
し
て
い
る
。

　

中
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
起
き
る
問
題
に
、
政
府

だ
け
で
な
く
企
業
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
多
少
強
引
な
対

策
も
あ
る
が
、
新
規
発
症
者
を
減

ら
す
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と

　

同
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
約
３
４	

０
０
セ
ッ
ト
の
災
害
備
蓄
品
が
あ

る
。
賞
味
期
限
が
迫
っ
た
災
害
備

蓄
品
を
学
生
と
教
職
員
が
消
費
す

る
こ
と
で
、
防
災
意
識
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
食
品
廃
棄
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
目
的
だ
。
本
学

内
で
は
初
め
て
の
試
み
と
な
る
。

　

同
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
の
中
谷

良
規
課
長
は
「
こ
れ
は
国
際
連
合

が
定
め
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
推
進
に
資
す
る

取
り
組
み
だ
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

あ
る
災
害
備
蓄
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
い
、
自
分
の
身
の
回
り
で
起

こ
り
う
る
災
害
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
い

る
地
球
環
境
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
代
表

　

中
国
で
発
生
し
、
そ
の
後
日
本

を
含
め
世
界
中
に
広
ま
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
ふ
る

い
、
本
学
に
も
入
学
式
の
中
止
と

い
っ
た
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
。
い
つ
誰
か
ら
感
染
す
る
か
わ

か
ら
な
い
状
況
の
中
、
各
国
は
対

策
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　

発
生
源
で
あ
る
中
国
湖
北
省
武

漢
で
は
、
１
月
28
日
の
交
通
網
の

閉
鎖
に
は
じ
ま
り
、
一
世
帯
当
た

り
の
ス
ー
パ
ー
へ
の
外
出
の
制
限

を
は
じ
め
る
な
ど
の
対
策
を
取

り
、
感
染
防
止
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
中
国
内
の
学
校
で
の
授

業
開
始
が
延
期
さ
れ
、
家
庭
で
の

学
習
の
充
実
が
新
た
な
課
題
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
、国
内
の
教
育
・

訓
練
機
構
や
団
体
が
無
料
で
教
育

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
。例
え
ば
、

　

神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
計

９
カ
所
で
、
災
害
備
蓄
更
新
に
よ

る
入
れ
替
え
で
、
３
月
11
日
か
ら

水
と
カ
ン
パ
ン
、
缶
詰
パ
ン
が
無

料
で
配
布
さ
れ
て
い
る
。
同
キ
ャ

ン
パ
ス
事
務
室
と
安
全
管
理
室
、

そ
し
て
環
境
問
題
を
扱
う
３
つ
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
モ
ン
ズ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
協
働
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
計
９
ヶ
所
に
て

１箱に入っている
１人あたり約２日分の食料

買い占めにより品切れになったスーパーの様子
＝３月20日、ドイツ・ミュンヘン

昨
年
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
で
人
気
を
得
た

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

神戸三田キャンパス内の賞味期限が迫った
約3400セットの災害備蓄品

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

一
つ
ず
つ
確
実
に

災害備蓄品を

無料配布
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関学図書館  　　　　　　　　　　

電子サービスまとめて紹介

延
長
・
予
約
申
請
手
間
い
ら
ず

手
軽
に
資
料
閲
覧

Ｋ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

　

「
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
」
と
は
、
本
学
図

書
館
が
所
蔵
す
る
図
書
・
資
料
を
、

タ
イ
ト
ル
や
著
者
名
な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド
か
ら
検
索
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
だ
。
学
内
設
置
Ｐ
Ｃ
か
ら
の
検

索
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
外

Ｐ
Ｃ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
加
え
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
も
可
能
だ
。
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
利
便

性
が
特
徴
だ
。

　

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で
は
借
り
た
本
の
貸

し
出
し
履
歴
や
返
却
日
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。
図
書
館
を
利

　

「
Ｋ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
は
、
あ
ら
ゆ

る
言
語
の
文
献
を
対
象
と
し
た
検

索
エ
ン
ジ
ン
で
、
必
要
な
情
報
を

簡
単
に
素
早
く
発
見
す
る
こ
と
が

可
能
だ
。

　

具
体
的
に
は
図
書
館
が
提
供
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
、
ｅ
︱

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
な
ど
の

電
子
資
料
や
、
図
書
館
外
の
オ
ー

プ
ン
ア
ク
セ
ス
資
料
な
ど
の
情
報

資
源
か
ら
膨
大
な
量
の
デ
ー
タ
を

収
集
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
デ
ー

タ
を
単
一
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

で
検
索
・
閲
覧
可
能
に
す
る
情
報

探
索
サ
ー
ビ
ス
だ
。
本
学
で
所
蔵

し
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
も
検
索

で
き
る
（
関
西
学
院
大
学
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

　

ま
た
、「
Ｋ
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
は
単
一

の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
、
キ
ー

ワ
ー
ド
に
従
っ
た
書
籍（
電
子
書
籍

用
し
て
い
る
う
ち
に
つ
い
返
却
日

を
忘
れ
て
し
ま
う
人
も
少
な
く
な

い
。
そ
ん
な
と
き
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の

「
貸
し
出
し
期
間
延
長
申
請
」
が

お
す
す
め
だ
。

　

自
分
の
借
り
て
い
る
本
に
対

し
、次
に
予
約
者
が
い
な
け
れ
ば
、

さ
ら
に
二
週
間
貸
し
出
し
期
間
を

延
長
で
き
る
と
い
う
機
能
だ
。
レ

ポ
ー
ト
や
課
題
で
、
つ
い
つ
い
長

く
本
を
借
り
が
ち
な
人
に
ぜ
ひ
利

用
し
て
み
て
ほ
し
い
。

　

さ
ら
に
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
借
り
た

い
本
の
利
用
状
況
も
確
認
で
き

る
。
本
を
借
り
た
い
と
き
は
随
時

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の

本
が
す
で
に
貸
出
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
事
前
に
確
認
す
る
の
が
お

す
す
め
だ
。
こ
の
機
能
を
利
用
す

れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
図
書
館
に
出
向

く
必
要
が
な
く
な
る
。
忙
し
い
学

生
に
は
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
た
い
機

能
だ
。

　

こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

の
詳
し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
同
面
に
ガ
イ
ド
と
し
て
記
載

し
て
い
る
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
利
用
す

る
こ
と
は
、
新
入
生
を
は
じ
め
、

読
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
快
適

で
実
り
あ
る
学
生
生
活
の
一
助
に

な
る
だ
ろ
う
。

（
木
村
航
太
）HPがリニューアルされ、より検索しやすくなった「OPAC」

含
む
）を
紹
介
し
て
く
れ
る
。
論
文

作
成
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
資
料
集

め
の
最
初
の
一
冊
を
簡
単
に
見
つ

け
ら
れ
る
の
が
魅
力
だ
。

　

一
方
で
、
学
外
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
で
は
一
部
制
限
さ
れ
る
ソ
ー
ス

も
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
だ
。

た
だ
「
リ
モ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
」
で
あ
れ

ば
学
外
か
ら
の
利
用
で
も
学
内
と

同
じ
環
境
で
利
用
で
き
る
た
め
、

そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
お
す
す
め
し
た
い
。

（
木
村
航
太
）関学生を助ける「KWEST」のキャラクターたち

　

新
入
生
を
は
じ
め
、
本
学
生
の
中
に
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に

向
け
て
、
こ
こ
で
は
使
い
方
ガ
イ
ド
を
紹
介
す
る
。

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
使
い
方
ガ
イ
ド

〜
初
め
て
の
方
へ
〜

　本紙で紹介しています電子データベースからの電子
書籍閲覧ですが、現在学外からの閲覧はできません。
なお、本学図書館内PCからの電子書籍閲覧は可能です。
開始日は未定となっておりますが、今後は学外からの
閲覧も、セットアップが完了次第実施する予定ですの
で、ご了承のほどよろしくお願いいたします。

おことわり
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5 着物、はかま 華やかに

着物、はかま 華やかに
個
性
と
気
品
溢
れ
る
着
こ
な
し

中央芝生に笑顔あふれる

映える黒

　本学で卒業式が予定されて
いた３月18日、西宮上ケ原
キャンパスの中央芝生には多
くの卒業生が集まった。個性
的なはかまを身にまとった卒
業生らにこの日のファッショ
ンポイントを聞いた。

　

「
美
術
館
に
あ
る
よ
う
な
オ
ブ

ジ
ェ
に
な
り
た
い
」
そ
う
話
し
た

の
は
人
間
福
祉
学
部
の
井
川
結
貴

さ
ん
。
多
彩
な
色
や
柄
で
彩
ら
れ

た
振
袖
で
は
な
く
、
あ
え
て
真
っ

白
な
振
袖
に
身
を
包
み
、
誰
と
も

被
ら
な
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
作

り
上
げ
た
。
振
袖
だ
け
で
な
く
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
バ
ッ
ク
な
ど
身

に
付
け
る
も
の
も
白
色
で
統
一

し
、
一
際
異
彩
を
放
っ
て
い
た
。

　

井
川
さ
ん
が
表
現
し
た
「
生
き

た
オ
ブ
ジ
ェ
」
に
多
く
の
人
が
釘

付
け
と
な
り
、
彼
女
の
周
り
に
は

写
真
撮
影
を
希
望
す
る
人
で
あ
ふ

れ
て
い
た
。
持
ち
前
の
笑
顔
と
個

性
あ
ふ
れ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

で
、
そ
の
場
に
い
た
人
々
を
魅
了

し
た
。
見
た
目
だ
け
で
な
く
、
内

面
に
秘
め
る
上
品
さ
も
、
オ
ブ

ジ
ェ
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
日
、
卒
業
式
は
開
催
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
振
袖
を
着
て
学
校

を
訪
れ
た
理
由
を
聞
く
と
「
卒

業
式
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
は

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
で
も
、
中
止

に
な
っ
て
も
友
達
と
２
人
で
振
袖

を
着
て
、
中
央
芝
生
で
写
真
を

撮
ろ
う
と
前
か
ら
決
め
て
い
た
の

で
、
来
る
こ
と
に
迷
い
は
な
か
っ

た
。
今
は
満
足
し
て
い
る
」
と
笑

顔
で
答
え
た
。

　

最
後
に
、
井
川
さ
ん
は
「
関

学
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
社
会

に
出
て
か
ら
も
清
く
美
し
く
頑

張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。�

（
川
本
暖
乃
）

　

「
韓
国
籍
な
の
で
、
は
か
ま

で
は
な
く
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
が
着
た

か
っ
た
」
と
話
す
の
は
社
会
学
部

を
卒
業
す
る
金キ

ム
・
ク
ム
ヒ
ャ
ン

琴
香
さ
ん
＝
写
真

左
＝
だ
。
ピ
ン
ク
色
が
好
き
で
、

チ
ョ
ゴ
リ
も
ピ
ン
ク
に
し
た
そ
う

だ
。

　

腰
の
リ
ボ
ン
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と

教
え
て
く
れ
た
の
は
社
会
学
部
を

卒
業
す
る
梁リ

ャ
ン
・
サ
ン
デ

爽
代
さ
ん
＝
同
右
か

ら
２
番
目
＝
。
流
行
の
着
方
だ
そ

う
だ
。
色
と
り
ど
り
の
チ
ョ
ゴ
リ

に
、繊
細
で
き
れ
い
な
花
の
装
飾
。

そ
れ
ぞ
れ
に
こ
だ
わ
り
の
詰
ま
っ

た
一
着
だ
っ
た
。�

（
難
波
千
聖
）

　

お
気
に
入
り
の
色
だ
と
い
う
黄

色
の
振
袖
で
現
れ
た
の
は
商
学
部

の
橋
本
真
佑
さ
ん
。
振
袖
で
華
や

か
な
印
象
を
出
し
つ
つ
、
深
緑
色

の
は
か
ま
に
よ
っ
て
気
品
溢
れ
る

印
象
を
与
え
る
着
こ
な
し
方
が
特

徴
だ
。
振
袖
に
合
わ
せ
た
和
風
な

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
の
片
側
に
は
、
大

き
め
の
金
箔
が
散
り
ば
め
ら
れ
、

高
級
感
を
引
き
立
た
せ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

よ
り
、
大
人
数
で
の
集
ま
り
を
恐

れ
る
卒
業
生
も
少
な
く
は
な
い
。

橋
本
さ
ん
も
そ
の
１
人
で
あ
る
が

「
卒
業
式
が
な
く
な
っ
た
の
は
と

て
も
残
念
だ
が
、
み
ん
な
で
写
真

と
し
て
思
い
出
を
残
せ
た
の
で
来

て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
た
。
多
く

の
友
人
に
囲
ま
れ
、
卒
業
と
い
う

節
目
を
盛
大
に
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
だ
。�

（
川
本
暖
乃
）

　

叔
母
や
母
ら
が
代
々
受
け
継
い
で

き
た
鮮
や
か
な
朱
色
と
ク
リ
ー
ム
色

の
振
袖
に
、
紺
の
は
か
ま
を
合
わ
せ

た
の
は
、
文
学
部
を
卒
業
す
る
小
野

紗
希
さ
ん
。
振
袖
を
主
役
に
、
は
か

ま
の
色
合
い
や
髪
飾
り
を
合
わ
せ
た
。

　

「
髪
型
は
舞
妓
さ
ん
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
」
と
小
野
さ
ん
。
知
り
合

い
の
美
容
師
さ
ん
で
、
舞
妓
さ
ん

の
ヘ
ア
セ
ッ
ト
を
し
て
い
る
人
に

頼
ん
だ
。
か
ん
ざ
し
は
小
野
さ
ん

が
成
人
式
で
使
用
し
た
も
の
。
お

気
に
入
り
だ
そ
う
だ
。

　

「
卒
業
式
と
い
う
大
き
な
区
切

り
が
な
く
な
っ
た
の
は
悲
し
い
。

で
も
、
今
日
大
学
に
来
て
、
ゼ
ミ

や
部
活
の
友
達
と
会
っ
て
、
振
袖

も
着
れ
た
の
で
良
か
っ
た
。
き
れ

い
な
校
舎
の
前
で
写
真
も
た
く
さ

ん
撮
れ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

�

（
難
波
千
聖
）

　

卒
業
生
た
ち
が
色
と
り
ど
り
の

振
袖
と
は
か
ま
に
身
を
包
む
中
、

一
際
目
を
引
い
た
の
は
、
本
学
認

定
の
卒
業
式
用
ガ
ウ
ン
を
着
用
し

た
人
間
福
祉
学
部
の
小
川
瑠
夏
さ

ん
＝
写
真
左
＝
と
関
口
恵
さ
ん
＝

同
右
＝
だ
。
振
袖
の
予
約
を
キ
ャ

ン
セ
ル
し
、
関
学
ら
し
い
ガ
ウ
ン

で
卒
業
を
迎
え
た
か
っ
た
と
い

う
。
こ
の
ガ
ウ
ン
が
卒
業
式
の
衣

装
と
し
て
浸
透
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
た
。�

（
川
本
暖
乃
）

魅せる白
美術館のオブジェのように

金
箔
で
高
級
感
を
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る
。
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ニ
ュ
ー
に
は

す
べ
て
１
２
０
分
70
種
類
の
ア
ル

コ
ー
ル
の
飲
み
放
題
が
つ
い
て
い

る
。
と
に
か
く
食
べ
た
い
、
飲
み

た
い
と
い
う
方
も
十
分
に
満
足
で

き
る
メ
ニ
ュ
ー
だ
。

　

店
名
の
由
来
は
、
カ
エ

ル
に
込
め
ら
れ
た
「
帰
っ

て
く
る
」
と
い
う
お
ま
じ

な
い
に
あ
や
か
っ
て
命
名

し
た
そ
う
だ
。
来
店
し
た

お
客
様
が
も
う
一
度
食
べ

に
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
、

と
い
う
願
い
と
そ
の
お
ま

じ
な
い
と
結
び
付
け
た
と

い
う
。

　

店
長
の
岡
真
也
さ
ん

（
40
）
は
「
写
真
映
え
す

る
よ
う
な
料
理
を
提
供

し
、
料
理
を
見
て
食
べ
て

楽
し
め
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」
と
話
す
。
ま

た
、
学
生
に
向
け
て
「
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
め
る

よ
う
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
を

味
わ
え
る
お
店
づ
く
り
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
お
店
を
ゼ

ミ
や
サ
ー
ク
ル
の
集
ま
り
で
利
用

し
て
、
食
事
や
会
話
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
語
っ
た
。

（
石
井
拓
也
）

イ
ン
料
理
を
変
更
で
き
る
。
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
メ
イ
ン

を
決
め
ら
れ
る
の
が
魅
力
だ
。

　

デ
ィ
ナ
ー
で
は
単
品
メ
ニ
ュ
ー

と
、
大
人
数
向
け
の
パ
ー
テ
ィ
ー

メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。
単
品
は
「
国
産
豚

の
グ
リ
ル
柚
子
胡
椒
添
え

（
税
込
み
６
８
３
円
）」
や

「
キ
ャ
ラ
メ
ル
ナ
ッ
ツ
の

ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
（
税
込

み
５
２
８
円
）」
を
は
じ

め
、
幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
が

手
軽
な
値
段
で
用
意
さ
れ

て
い
る
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ニ
ュ
ー

は
「
鯖
と
春
キ
ャ
ベ
ツ
の

ユ
ッ
ケ
仕
立
て
」
を
は
じ

め
と
し
た
料
理
が
提
供
さ

れ
る
、
お
手
頃
な
値
段
と

豪
華
な
サ
ー
ビ
ス
が
魅
力

の
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン
（
税
込

み
３
５
０
０
円
）が
あ
る
。

ま
た
、
コ
ー
ス
内
容
を

よ
り
豪
華
に
し
た
い
場
合
に
は
、

「
自
家
製
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
と
国

産
豚
の
グ
リ
ル
」
が
メ
イ
ン
と
な

る
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
（
税
込
み

４
５
０
０
円
）
も
用
意
さ
れ
て
い

　

今
回
紹
介
す
る
お
店
は
、
神
戸

電
鉄
三
田
駅
か
ら
徒
歩
５
分
の
場

所
の
「
フ
ロ
ッ
グ
カ
フ
ェ
」
だ
。

　

こ
の
お
店
は
、
お
肉
と
チ
ー
ズ

を
メ
イ
ン
と
し
た
料
理
を
提
供
し

て
お
り
、
手
ご
ろ
な
値
段
で
様
々

な
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
。

　

税
込
み
１
２
０
０
円
か
ら
注
文

で
き
る
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
で
は
、
メ

イ
ン
と
な
る
料
理
と
お
代
わ
り
自

由
の
和
洋
中
の
お
惣
菜
、
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
飲
み
放
題
の
サ
ー
ビ
ス

が
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ラ

ン
チ
セ
ッ
ト
は
数
百
円
追
加
で
メ

☆基本情報☆
◦営業時間…11：30～15：30
　　　　　　17：30～24：00
◦定休日……なし
◦住所………三田市中央町9−19　５F
◦ＴＥＬ……079−555−6160

チーズの風味と肉の塩気が絶妙な「自家製ローストビーフ　ラクレットチーズがけ」

で
は
ど
れ
だ
け
裕
福
か
も
、
ど
れ

だ
け
有
名
か
も
、
ど
れ
だ
け
愉
快

か
も
、
ど
れ
だ
け
知
的
か
も
、
ど

こ
に
住
ん
で
い
る
か
も
、
何
歳
か

も
、
ど
ん
な
語
れ
る
素
晴
ら
し
い

物
語
が
あ
る
か
も
関
係
な
い
」。

　

彼
女
は
、
ひ
ど
い
事
態
と
い
う

の
は
様
々
な
点
で
私
た
ち
を
平
等

に
す
る
と
い
う
新
し
い
視
点
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
前

に
は
人
間
は
皆
無
力
だ
か
ら
こ
そ

平
等
と
訴
え
た
。

　

マ
ド
ン
ナ
は
さ
ら
に
「
私
た
ち

な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て
語
っ
た
動
画
付
き
の
投

稿
が
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
と
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
公
開
さ
れ

た
。

　

「
こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
つ
い
て
な
ん
だ
け
ど
、
そ
こ

　

世
界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
マ
ド

ン
ナ
が
、
新
た
に
投
稿
し
た
動
画

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て「
私
た
ち
を
平
等
化
す
る
も
の
」

と
述
べ
た
。

　

３
月
22
日
、
バ
ラ
の
花
び
ら
を

浮
か
べ
た
乳
白
色
の
湯
に
つ
か
り

は
皆
同
じ
船
に
乗
っ
て
い
る
。
船

が
沈
む
と
き
は
、
全
員
が
と
も
に

沈
む
」
と
付
け
加
え
た
。
動
画
の

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は「
差
別
せ
ず
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
」
な
ど
と
書
か

れ
た
。
マ
ド
ン
ナ
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
受
け
て
公
演
を
中

止
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

1
人
だ
。

　

現
在
は
、
隔
離
生
活
を

過
ご
す
マ
ド
ン
ナ
。
自
身

の
曲『Vogue

（
ボ
ー
グ
）』

で
、
生
活
必
需
品
の
買
い
占
め
に

よ
る
食
料
品
不
足
を
嘆
く
替
え
歌

を
披
露
す
る
な
ど
、
自
宅
待
機
の

様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
公
開
し
て
い
る
。

（
壷
山
千
種
）

新
型
コ
ロ
ナ
は
『
私
た
ち
を
平
等
化
す
る
』

　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ド
ン
ナ
（
歌
手
）

引
率
し
た
り
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
派
遣
生
を
指
導
し
た
り
と
、

近
い
距
離
で
学
生
の
海
外
で
の
活

動
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

鍋
田
教
授
は
魚
を
食
べ
る
こ
と

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
学

受
験
の
時
は
水
産
が
学
べ
る
コ
ー

ス
を
志
望
し
て
い
た
。
し
か
し
、

第
二
志
望
の
畜
産
を
学
ぶ
こ
と
と

な
っ
た
。「
自
分
は
労
働
者
階
級

だ
か
ら
、
農
民
と
協
同
し
な
く
て

　

鍋
田
肇
教
授
は
、
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
か
ら
本
学
国
際

教
育
・
協
力
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ

Ｃ
）
に
特
別
任
期
制
教
授
と
し
て

出
向
し
て
い
る
。
国
際
情
報
分
析

や
グ
ロ
ー
バ
ル
ゼ
ミ
Ａ
と
い
っ
た

国
際
情
勢
に
特
化
し
た
授
業
を
受

け
持
ち
、
将
来
国
際
的
に
活
躍
す

る
学
生
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
が
開
講
す
る
マ

レ
ー
シ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

なべた　はじめ
1983年　京都大学農学部卒業後、農協職員となるも酒癖悪く9月に酔って札幌へ流れて辞表提出
1983年　札幌で暫く行商をした後、ニート生活（ストーブ無く下宿は零下）
1984年　京都で古紙回収業、先斗町歌舞練場の衣装部手伝い、軽トラック運転手
1985年　バングラデシュの農業協同組合で技術職員（畜産、2年間）
1988年　京都大学農学研究科熱帯農学専攻修士課程（反芻動物の栄養生理）（翌年に結婚）
1990年　日本農薬株式会社･中央研究所で研究員（農薬･医薬の研究開発）（同年に長男誕生）
1994年　国連国際農業開発基金（IFAD／ローマ）で見習い職員（畜産、2年間）（2年後に無職）
1996年　国際協力機構（JICA）に転職（農業関連部局等で南アジア等を担当）
2000年〜2003年　バングラデシュに駐在（3年）（その後は大阪転勤）
2007年〜2010年　パキスタンに駐在（3年）（その後は東京へ転勤しアフリカ担当）
2012年〜2014年　鳥取大学乾燥地研究センター（ALRC）に出向（2.5年）（その後は東京転勤）
2017年〜現在　関西学院大学国際教育･協力センター（CIEC）に出向

鍋 

田 　

肇は
じ
め

国
際
教
育
協
力
セ
ン
タ
ー

特
別
任
期
制
教
授

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
階
級
意
識

を
持
っ
て
お
り
、
大
学
卒
業
後
は

農
業
協
同
組
合
に
就
職
し
た
。
し

か
し
、
た
っ
た
一
年
で
辞
表
を
提

出
し
、
そ
の
後
も
自
分
の
感
覚
の

赴
く
ま
ま
に
転
職
を
繰
り
返
し

た
。

　

鍋
田
教
授
は
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
り
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
技
術

援
助
を
行
な
っ
た
経
験
が
自
分
を

大
き
く
変
化
さ
せ
た
と
話
す
。「
当

時
世
界
で
一
番
危
険
な
国
だ
と
言

わ
れ
て
い
た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に

身
を
置
く
こ
と
で
、
自
分
の
可
能

性
を
確
か
め
よ
う
と
考
え
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、
与

え
ら
れ
た
仕
事
に
一
生
懸
命
取
り

組
む
現
地
の
人
々
を
見
て
、
日
本

で
抱
い
て
い
た
印
象
が
覆
さ
れ

た
。
彼
ら
と
の
出
会
い
が
、
私
の

働
く
と
い
う
価
値
観
を
変
え
た
。

人
生
な
め
た
ら
あ
か
ん
と
強
く
感

じ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

現
在
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
職
員
と
し

て
世
界
を
飛
び
回
る
鍋
田
教
授
だ

が
、
柴
犬
の
生
き
方
に
憧
れ
て
い

る
と
い
う
。
鍋
田
教
授
に
と
っ
て

柴
犬
は
、
く
よ
く
よ
せ
ず
、
人
生

を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る

そ
う
だ
。

　

鍋
田
教
授
は
本
学
の
学
生
に
対

し
「
関
学
生
と
関
わ
る
こ
と
は
、

日
々
新
た
な
学
び
が
あ
り
と
て
も

面
白
い
。
し
か
し
、
こ
ん
な
に
面

白
い
彼
ら
は
、
自
分
自
身
の
こ
と

を
不
十
分
だ
と
思
い
込
ん
で
い

る
。
正
解
ば
か
り
を
探
す
の
で
は

な
く
、
自
分
が
思
う
ま
ま
に
突
き

進
み
、
間
違
い
を
面
白
い
と
感
じ

て
み
て
は
ど
う
か
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　

最
初
は
本
意
で
は
な
か
っ
た
畜

産
。
し
か
し
、
こ
れ
を
「
失
敗
」

と
捉
え
ず
、
巡
り
合
っ
た
数
々
の

経
験
に
面
白
さ
を
見
出
し
て
、
自

分
の
答
え
を
導
き
出
す
。「
失
敗

し
た
ら
成
功
、
失
敗
し
な
か
っ
た

ら
失
敗
」
と
い
う
精
神
を
鍋
田
教

授
は
体
現
し
て
い
る
。

　

今
年
の
8
月
末
日
を
も
っ
て
本

学
を
去
る
鍋
田
教
授
は
、
最
後
に

学
生
に
対
し
「
人
生
は
生
き
る
価

値
が
あ
る
。『
朝
に
道
を
聞
か
ば
、

夕
べ
に
死
す
る
と
も
可
な
り
』
と

い
う
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
、
仕

事
と
遊
び
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

て
、
自
分
の
人
生
を
謳
歌
し
て
ほ

し
い
」
と
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。	

（
川
本
暖
乃
）

畜
産
の
学
び
を
世
界
に

豊富なメニューとサービスに
お腹と心大満足

「目指す存在は『柴犬』」と語る鍋田教授
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と
呼
ば
れ
る
、
経
済
的
な
理
由
か

ら
路
上
で
の
生
活
を
余
儀
無
く
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
達
に
教
育
支
援

を
行
っ
た
。
こ
の
経
験
に
よ
り
、

大
学
で
国
際
協
力
の
勉
強
に
打
ち

込
む
決
心
が
つ
い
た
と
い
う
。

　

現
在
山
田
さ
ん
が
所
属
す
る
エ
コ

ハ
ビ
は
、
貧
し
い
住
環
境
で
生
活

し
て
い
る
人
々
の
た
め
に
年
に
２

回
海
外
で
家
建
築
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
山
田
さ
ん
は
こ
の
春
休
み

♯37．
山田　えみりさん（総政・３）
Eco-Habitat 関西学院 代表

　

山
田
さ
ん
は
中
学
生
の
頃
か
ら

漠
然
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が

あ
っ
た
。
浪
人
を
機
に
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
で
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン

に
チ
ー
ム
の
副
代
表
と
し
て
ネ

パ
ー
ル
に
渡
っ
た
。
２
０
１
５
年

に
起
こ
っ
た
ネ
パ
ー
ル
地
震
に
よ

り
家
を
失
っ
た
二
家
族
の
家
建
築

に
携
わ
り
、
現
地
の
大
工
さ
ん
や

受
益
者
の
人
々
と
力
を
合
わ
せ
て

完
成
さ
せ
た
。

　

山
田
さ
ん
は
こ
の
活
動
を
通
し

て
「
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す

る
こ
と
に
対
し
て
、
偽
善
や
自
己

満
足
と
考
え
る
方
も
多
く
い
る
と

思
う
。
で
も
、
今
回
参
加
し
た
こ

と
で
、
私
た
ち
が
受
益
者
さ
ん
に

与
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
た
」
と
振
り
返	

る
。

　

エ
コ
ハ
ビ
で
25
年
間
続
く
歴
史

あ
る
こ
の
活
動
だ
が
、
当
初
山
田

さ
ん
は
、
な
ん
の
技
術
も
持
っ
て

い
な
い
学
生
が
建
て
た
家
に
住
む

こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
受
益
者
の
人
々

は
「
と
て
も
う
れ
し
い
し
幸
せ
だ

よ
。
君
た
ち
が
笑
顔
で
一
生
懸
命

働
い
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、
私

た
ち
も
幸
せ
を
感
じ
る
。
君
た
ち

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
る
こ
と
で
、

こ
の
家
が
よ
り
良
い
場
所
に
な
る

ん
だ
」
と
話
し
た
。
こ
の
言
葉
を

聞
い
て
、
山
田
さ
ん
は
こ
の
活
動

の
意
味
を
実
感
し
た
そ
う
だ
。

　

今
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
全
力

を
注
ぐ
山
田
さ
ん
の
将
来
の
夢

は
、
国
連
職
員
と
し
て
、
恵
ま
れ

な
い
人
々
の
助
け
に
な
る
こ
と

だ
。
３
回
生
か
ら
始
ま
る
ゼ
ミ
活

動
で
は
、
元
国
連
職
員
の
村
田
俊

一
教
授
の
も
と
多
く
の
知
識
を
吸

収
し
、
４
回
生
で
は
、
国
連
ユ
ー

ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
国
際
協
力
の

実
践
的
な
力
を
養
う
予
定
だ
と
い

う
。
か
け
が
え
の
な
い
経
験
を
エ

コ
ハ
ビ
で
培
い
、
将
来
の
夢
を
着

実
に
形
に
す
る
だ
ろ
う
。

に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
常
々
感
じ

て
い
る
。
本
学
に
は
魅
力
あ
る
部

活
動
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
を

知
ら
ず
に
サ
ー
ク
ル
選
び
を
し
て

ほ
し
く
な
い
。
そ
ん
な
思
い
で
新

入
生
に
見
て
も
ら
う
映
像
制
作
に

も
力
を
入
れ
た
。
良
い
も
の
が
で

き
た
と
自
負
し
て
い
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
新
入

生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
縮

小
。
全
学
部
で
放
映
し
て
も
ら
う

よ
う
に
約
束
し
て
い
た
が
、
放
映

で
き
た
の
は
２
学
部
の
み
。
上
手

く
い
か
な
い
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
た
。

　

今
後
も
日
々
の
活
動
を
行
い
な

が
ら
、
課
外
活
動
の
魅
力
発
信
に

も
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
本
紙
記
者
と
し
て
の
活
動
が

第
一
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な

い
が
、
学
生
連
盟
本
部
で
の
活
動

も
力
の
限
り
頑
張
っ
て
行
く
所
存

だ
。

管
理
や
掲
示
板
の
管
理
、
新
入
生

に
配
布
す
る
「
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク

ル
新
入
生
勧
誘
冊
子
」
の
制
作
も

行
う
。
本
部
の
活
動
は
上
手
く

い
っ
て
当
た
り
前
、
失
敗
す
る
と

多
く
の
学
生
に
迷
惑
を
か
け
る
の

で
気
を
引
き
締
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
部
員
は
所
属
す
る
部
活
動
や

学
部
自
治
会
で
の
活
動
の
か
た
わ

ら
で
本
部
の
活
動
を
行
う
の
で
、

な
か
な
か
挑
戦
的
な
こ
と
は
出
来

な
い
。
現
状
維
持
で
精
一
杯
。
昨

年
１
年
間
、
本
部
員
と
し
て
活
動

し
痛
感
し
た
。
今
年
こ
そ
は
、
本

学
の
課
外
活
動
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
何
か
し
た
い
。

　

私
は
新
入
生
に
大
学
非
公
認

サ
ー
ク
ル
よ
り
は
公
認
の
部
活
動

　

関
西
学
院
大
学
公
認
の
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
エ
コ
ハ

ビ
タ
ッ
ト
関
西
学
院
（
エ
コ
ハ
ビ
）」

の
代
表
を
務
め
る
山
田
え
み
り
さ

ん
（
総
政
・
３
）＝
写
真
右
＝
に
取

材
し
た
。	

（
川
本
暖
乃
）

　

関
西
学
院
大
学
学
生
連
盟
は
本

学
の
総
部
や
学
部
自
治
会
か
ら
な

る
自
治
組
織
。
そ
の
最
高
執
行
機

関
で
あ
る
学
生
連
盟
本
部
は
日
々
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
生
連
盟
本
部
の
本
部
長
で
も
あ

る
本
紙
記
者
が
学
生
連
盟
本
部
の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。	

（
松
岡
樹
）

　

学
生
連
盟
本
部
は
学
生
連
盟
加

盟
団
体
か
ら
出
向
す
る
部
員
で
運

営
し
て
い
る
。
本
紙
を
発
行
す
る

新
聞
総
部
も
加
盟
団
体
の
１
つ
。

私
も
昨
年
か
ら
本
部
員
と
し
て
活

動
し
て
お
り
、
今
年
度
は
本
部
長

に
な
っ
た
。

　

本
部
の
認
知
度
は
高
く
な
い
が

学
生
に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
活

動
も
多
い
。
例
え
ば
立
て
看
板
の

学生連盟本部
vol.26vol.26

志
し
て
い
た
頃
の
自
分
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
「
自
分

の
辿
っ
て
き
た
道
を
正
解
に
す

る
」
と
い
う
気
持
ち
で
心
機
一

転
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
転

職
し
ま
し
た
。

︱
「
著
書
『
会
社
員
で
ぶ
ど

り
』
に
つ
い
て
」

　

『
会
社
員
で
ぶ
ど
り
』
に
登

場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ス

ト
ー
リ
ー
に
は
、
自
分
が
こ
れ

ま
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
や
、

か
つ
て
熟
読
し
た
本
か
ら
イ
ン

ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
も
の
が
多
い

で
す
。主
人
公
は
、読
者
の
方
々

が
親
し
み
易
い
よ
う
に
、
愛
ら

し
い
フ
ォ
ル
ム
の
太
っ
た
ニ
ワ

ト
リ
で
あ
る
「
で
ぶ
ど
り
」
に

し
ま
し
た
。

︱
「
今
回
『
会
社
員
で
ぶ
ど

り
３
』
を
刊
行
（
3
月
13
日
発

売
）
す
る
上
で
の
心
境
は
」

　

こ
れ
ま
で
刊
行
し
て
き
た
１

巻
、
２
巻
で
は
主
人
公
の
『
で

ぶ
ど
り
』
と
相
方
で
あ
る
『
ひ

よ
』
が
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
か
ら
心

機
一
転
転
職
し
、
そ
の
先
で
新

た
な
仲
間
た
ち
と
出
会
う
ま
で

の
経
緯
を
描
い
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
３
巻
で
は
そ
の
出
会
っ
た

︱
「
本
学
の
印
象
は
」

　

ま
ず
は
校
舎
が
綺
麗
だ
っ
た
こ

と
と
、
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
生
だ
っ
た
の
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス

全
体
の
周
り
が
自
然
に
あ
ふ
れ
て

い
た
な
と
い
う
の
が
正
直
な
印
象

で
す
。

︱
「
思
い
出
に
残
っ
た
こ
と

は
」

　

今
は
退
職
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
が
、
当
時
「
畑
ゼ
ミ
」
が
開

講
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
学

び
が
今
に
活
き
て
る
な
と
感
じ

ま
す
。
例
え
ば
『
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
』
な
ど
の
動
画
配
信
サ
イ
ト

が
黎
明
期
だ
っ
た
当
時
、
ゼ
ミ

の
中
で
映
像
編
集
の
技
術
を
学

べ
る
環
境
下
に
あ
っ
た
こ
と
が

す
ご
く
革
新
的
で
し
た
。
僕
自

身
の
創
造
性
を
大
い
に
高
め
て

く
れ
る
と
て
も
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

︱
「
前
職
か
ら
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
に
ス
テ
ー
ジ
を
移
し
た

き
っ
か
け
は
」

　

大
学
卒
業
後
は
東
京
の
Ｉ
Ｔ

企
業
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

が
、
残
業
を
終
え
、
終
電
で
の

帰
宅
、
会
社
と
自
宅
を
行
き
来

す
る
だ
け
の
毎
日
が
続
い
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
『
自

分
の
本
当
に
や
り
た
か
っ
た
こ

と
』
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
系
の
仕
事
を

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
を
掘
り
下
げ

て
い
く
、
あ
る
意
味
、
前
巻
ま
で

と
は
違
っ
た
テ
イ
ス
ト
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

︱
「
今
後
の
目
標
や
展
望
は
」

　

ぼ
ん
や
り
と
し
た
目
標
に
は
な

り
ま
す
が
『
で
ぶ
ど
り
』
を
誰
も

が
知
る
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
れ

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
で
な
く
幅

広
い
分
野
で
認
知
度
を
上
げ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
そ
う
し
た
中
で

も
『
橋
本
ナ
オ
キ
』
と
い
う
１
人

の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の

活
躍
も
し
て
い
き
た
い
で
す
。

︱
「
最
後
に
在
学
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
」

　

大
学
生
と
い
う
の
は
『
興
味
の

あ
る
も
の
を
極
め
ら
れ
る
時
間
』

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
た
と
え

ど
ん
な
分
野
で
あ
れ
、
ど
ん
な
小

さ
な
こ
と
で
も
良
い
。
周
り
の
人

と
は
違
う
経
験
や
分
野
を
持
つ
と

い
う
こ
と
は
、
必
ず
自
分
の
武
器

に
な
り
、
財
産
に
な
り
ま
す
。
そ

の
う
え
で
、
関
学
に
入
学
し
た
か

ら
こ
そ
出
来
た
つ
な
が
り
や
学
び

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
貴
重
な
学

生
生
活
を
過
ご
し
て
下
さ
い
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
話
題
沸
騰
中
の
漫
画

「
毎
日
で
ぶ
ど
り
」
の
作
者
で
あ
り
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
漫
画
家
と
し

て
活
躍
中
の
本
学
総
合
政
策
学
部
卒

業
生
、
橋
本
ナ
オ
キ
さ
ん
（
28
）
に

取
材
を
行
っ
た
。

（
聞
き
手
・
木
村
航
太
）

（　

年
総
政
卒
）

’15

第
24
回

第
24
回

橋
本 

ナ
オ
キ 

さ
ん

橋
本 

ナ
オ
キ 

さ
ん

正解の道を選ぶのではなく、選んだ道を正解にしたい

学
生
連
盟
本
部
で
は
課
外
活
動
紹
介

映
像
を
制
作
し
た
。

新入生歓迎PV
（YouTube）

橋本 ナオキ（Naoki Hashimoto）
　フリーランスのイラストレーター／漫画家。1992年大阪生
まれ。2015年に関西学院大学を卒業後、東京のIT企業でシス
テムエンジニアとして勤務するが１年半で退職。実務経験はな
かったものの、若いうちにやりたいことに挑戦するため、イラ
ストレーター／漫画家として活動を開始する。
当たり前だと思っていたことを疑い、自分の頭で考える大切さ
を伝えるため2018年に「毎日でぶどり」の投稿を開始し、１
年でフォロワー数14万人を突破。2020年現在はInstagram、
Twitterで投稿を継続しながら、４コマ漫画制作やSNS運営・
記事作成などの仕事に携わっている。著書に『会社員でぶどり』
『会社員でぶどり２』（産業編集センター）がある。

課
外
活
動
団
体
を
つ
な
ぐ
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2障害者と防災

誰が支援し、どう避難するか　今すべきことは
　参議院議員で自らも障害を持つ舩

ふな

後
ご

靖彦さんと横澤高
徳さんに、災害時に障害者を守るために、政府の施策へ
の評価や自身の政策を聞いた。� （難波千聖・松岡樹）

人の命を守るために　今できることは インクルーシブ防災で　バリア取り除く

国民民主党所属。モトクロスの選
手だったが、97年、練習中の事
故で脊髄を損傷。チェアスキーに
出会い、2010年のパラリンピッ
クアルペンスキーに出場した。

れいわ新選組所属。2000年、
筋萎縮性側索硬化症（ALS）と
告知され、現在は人工呼吸器を
利用するなどして生活している。

参議院議員
　　横澤 高徳 氏

参議院議員
　　舩

ふ な

後
ご

 靖彦 氏

　

要
支
援
者
の
災
害
対
策
に
つ
い

て
、
政
府
の
努
力
は
理
解
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
が
障

害
者
の
現
状
に
合
っ
て
い
る
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
自
然
災
害
で
停
電
が

起
き
た
と
き
、
私
の
よ
う
な
人
工

呼
吸
器
利
用
者
に
と
っ
て
、
電
源

確
保
が
最
重
要
課
題
と
な
り
ま

す
。
政
府
は
「
非
常
時
で
も
電
源

が
確
保
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進

め
て
い
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

２
０
１
８
年
の
西
日
本
豪
雨
の

際
、
病
院
で
電
源
を
貸
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
と
い
う
事
態
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
閣
府

か
ら
避
難
所
で
の
電
源
の
利
用
に

つ
い
て
要
請
が
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
に
電
源
が
必
要
な
障
害

者
が
一
般
の
避
難
所
に
避
難
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ク
セ
ス

や
医
療
ケ
ア
の
問
題
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　

個
別
計
画
の
作
成
と
そ
の
実
行

は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
実
際

　

改
正
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本
法

に
よ
り
義
務
化
さ
れ
た
「
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
」
は
数
値
的
に

は
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
作
成
が

完
了
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
名

簿
の
情
報
が
更
新
さ
れ
て
い
る
の

か
、
本
当
に
支
援
が
必
要
な
要
支

援
者
全
員
を
網
羅
し
て
い
る
か
な

ど
、
そ
の
質
に
関
し
て
は
課
題
が

残
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

さ
ら
に
、
名
簿
情
報
に
基
づ
い

た
「
個
別
計
画
」
の
作
成
が
急
務

の
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。
名
簿
を

作
成
し
た
だ
け
で
は
十
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
名
簿
を
活
用
し
、
誰

が
ど
の
よ
う
に
要
支
援
者
を
支
援

す
る
の
か
を
決
め
る
個
別
計
画
が

全
部
作
成
済
み
の
自
治
体
は
、
全

国
で
わ
ず
か
12
・
１
％
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

原
因
に
は
、
自
治
体
の
人
員

不
足
や
財
政
面
の
負
担
、
法
律

で
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
、
福
祉
に
携
わ
る
人

と
の
連
携
不
足
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
私
は
、
個
別
計
画
の

に
災
害
が
起
き
た
と
き
、
計
画
が

生
か
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
平
時
に

お
け
る
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
大

き
い
で
す
。
地
域
の
防
災
・
減
災

力
を
培
う
た
め
に
は
、
生
ま
れ
た

と
き
か
ら
障
害
な
ど
を
理
由
に
分

け
隔
た
れ
る
こ
と
な
く
、
共
に
生

き
て
い
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

社
会
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

熊
本
大
地
震
の
際
、
熊
本
学
園

大
学
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
避
難
所
と

し
て
開
放
し
、
要
支
援
者
や
近
隣

住
民
が
避
難
し
た
こ
と
で
注
目
さ

れ
ま
し
た
。
同
大
に
は
障
害
を
持

つ
職
員
や
学
生
が
多
く
在
籍
し
て

お
り
、
日
常
的
に
対
応
し
て
き
た

こ
と
が
生
き
た
の
で
す
。

　

障
害
と
い
う
バ
リ
ア
が
取
り
除

か
れ
、
共
に
学
ぶ
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
が
一
般
的
に
な
れ
ば
、
建

物
も
人
の
意
識
に
お
い
て
も
バ
リ

ア
が
解
消
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
こ

の
よ
う
な
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災

の
考
え
方
を
広
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

作
成
を
国
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
執
っ
て
積
極
的
に
推
し
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
負
担

を
考
慮
し
て
国
が
予
算
を
割
り

当
て
る
な
ど
、
支
援
の
体
制
を

整
え
た
上
で
義
務
化
に
よ
る
縛

り
を
設
け
、
作
成
を
進
め
る
べ

き
で
す
。
人
の
命
を
守
る
上
で
、

い
つ
か
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
政
府
も

要
支
援
者
の
防
災
対
策
の
重
要
性

を
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
現
状
の

取
り
組
み
に
関
し
て
は
到
底
十
分

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
弱
者
と
い
う

言
葉
を
あ
え
て
使
う
と
す
れ
ば

「
弱
者
に
優
し
い
社
会
は
み
ん
な

に
優
し
い
社
会
」
だ
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
要
支
援
者
の
被
害
が

減
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
外

の
人
の
被
害
は
も
っ
と
減
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
政
府
が
本
気
で
対

策
に
取
り
組
む
ま
で
何
度
も
粘
り

強
く
、
国
会
で
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

障
害
者
を
守
る
た
め

　
　
制
度
を
見
直
す
と
き

編
集
長
　
　
松
岡
　
樹

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か

し
て
国
は
２
０
１
３
年
、
災
害
対

策
基
本
法
を
改
正
。
全
市
区
町
村

に
障
害
者
な
ど
の
要
支
援
者
の
氏

名
や
住
所
、
電
話
番
号
を
載
せ
る

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の
作

成
を
義
務
づ
け
た
。
名
簿
を
活
用

し
て
、
誰
が
支
援
し
、
ど
こ
へ
避

難
す
る
か
を
決
め
て
お
く
個
別
計

画
の
作
成
も
求
め
て
い
る
。
た
だ
、

い
ず
れ
の
制
度
も
課
題
が
多
い
。

　

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
と
名
簿

は
19
年
６
月
時
点
で
全
国
98
％
の

１
７
２
０
市
区
町
村
で
作
成
済

み
。
だ
が
、15
年
の
陸
川
貴
之（
関

西
大
）
ら
の
調
査
で
は
自
主
的
な

申
し
込
み
に
よ
り
同
意
を
得
た
人

の
名
簿
で
網
羅
性
が
な
い
と
回
答

し
た
市
町
村
が
28
％
あ
り
、
本
当

に
支
援
が
必
要
な
人
が
把
握
で
き

て
い
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
。
東

日
本
大
震
災
で
は
、
福
島
県
南
相

馬
市
で
同
意
に
よ
る
名
簿
作
成
を

し
て
い
た
も
の
の
未
搭
載
の
障
害

者
が
多
く
使
え
な
か
っ
た
事
実
も

あ
り
、
教
訓
を
受
け
止
め
、
制
度

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

個
別
計
画
に
つ
い
て
は
約
４
割

の
自
治
体
が
未
作
成
。
作
成
が
進

ま
な
い
理
由
と
し
て
、
▽
障
害
者

の
避
難
を
手
助
け
す
る
支
援
者
が

見
つ
か
ら
な
い
▽
作
成
の
人
員
不

足
▽
法
律
上
の
義
務
で
は
な
い
こ

と
︱
︱
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
平
時
の
福
祉
環
境
作
り
と
災

害
時
の
緊
急
対
策
が
、
保
健
福
祉

や
防
災
・
危
機
管
理
部
局
と
い
う

異
な
っ
た
組
織
に
分
断
さ
れ
、
連

携
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
内
閣
府
の
青
柳
一

郎
・
政
策
統
括
官
は
関
西
学
院
大

学
新
聞
の
取
材
に
「
防
災
部
局
と

福
祉
部
局
の
連
携
が
最
重
要
課
題
。

厚
労
省
と
連
携
し
個
別
計
画
の
作

成
に
生
か
す
こ
と
も
、
検
討
し
て

い
る
」
と
話
し
て
い
る
。
自
治
体

は
個
別
計
画
策
定
を
地
域
ま
か
せ

に
せ
ず
、
関
連
部
局
を
巻
き
込
ん

だ
体
制
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　

災
害
は
必
ず
来
る
。
災
害
で
障

害
者
を
守
る
た
め
に
個
別
計
画
策

定
は
欠
か
せ
な
い
。
土
台
と
な
る

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
網
羅

性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
個
別
計

画
作
成
の
義
務
化
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

名簿の網羅性は確保されているか

67％

33％ 網羅性は確保
されている

同意を得た人
（手上げ方式）の
名簿であり、
網羅性はない

東日本大震災では、福島県
南相馬市で、手上げ方式で
作成された名簿に、未搭載
の障害者が多く、当初支援
が十分に行き届かなかった

2015年、陸川貴之（関西大）らの調査より関西学院大
学新聞が作成

個別計画の作成が進まない要因

▽避難支援者が見つからない
▽計画作成の予算・人員不足
▽災害対策基本法上の義務でない
▽障害当事者の半数は個別計画について知らない
▽福祉・防災部局の分断
▽避難行動要支援者名簿の精度に問題がある

ご意見、ご感想はinfo@kgpress.jpまでお寄せください。


